


















D-Scan vol.2 補足レポート：2002-2006年度調査比較

①パソコン保有状況

＜所有台数＞
・2002年度と比較すると、パソコンを所有する世帯
は全体的に徐々に増加している。（3台、4台以上
持っている層でも徐々に増加）

＜所有タイプ＞
・デスクトップ型の割合が減少し、ノート型パソコンを
所有する世帯が増えている。

②自宅でのパソコンの利用状況

＜利用用途＞
・調査項目の違いがあるものの、パソコン機能の上
昇やインターネットの拡大を背景に、「ホームページ
の閲覧」、「ネットショッピング」、「写真やビデオを取
り込んで加工する」などの利用用途は拡大増加して
いると言える。

（注）02年度と06年度は調査項目が違うため、比較する
時はご注意ください。

（１）パソコン保有～利用状況

（注）２００２年度は2001/10調査（18～６９才）、２００６年度は2005/10調査（18～74才）です。調査設計の変更（対象者
年齢層の拡大）があったため、比較する時は母集団の違いにご注意ください。
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年度 2002 2006

サンプル数 3000 3000

パソコン保有計 67.3 75.6

―１台 43.4 47.0

―２台 16.6 17.6

―３台 4.6 6.7

―４台以上 2.6 3.9

パソコン非保有 32.6 24.4

年度 2002 2006

サンプル数 2020 2269

デスクトップ（据置き型） 52.4 41.4

ノート型 23.5 30.5

両方を持っている 23.0 26.4

年度 2002 2006

サンプル数 1359 1825

1 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを見る 76.0 84.7

2 ネットショッピング 18.4 33.7

3 ネットオークション 20.2

4 電子メール 68.8 58.5

5 メールマガジン/ニュースの受取り　  19.5

6 掲示板への書き込み 12.7

7 チャット 6.9 6.1

8 文書・図表等の作成や表計算　 44.7 25.5

9 住所録や年賀状 44.7

10 家計簿や資産管理 8.9

11 ネットバンキング 9.7

12 株式売買 6

13 ゲーム　 36.6 27.3

14 インターネットのオンラインゲーム 5.4 7.5

15 CD-ROMソフトを見る・使う　 16.2 23.3

16 ＤＶＤや音楽ＣＤを視聴 35.3

17 動画や音楽の配信・ダウンロード 16

18 テレビを見る 10.7

19 個人のホームページをつくる 9.1 8.2

20 写真やビデオを取り込んで加工する 23.0 31.2

21 コンピュータ・グラフィックス 3.9 2.4

22 パソコンそのものの練習 12.1 8.4

23 会社の仕事、学校の勉強に 25

24 個人事業主として仕事に 5.3

25 パートや内職の仕事に 1.4

26 その他 4.7 1.8



（2） 携帯電話（含むPHS）の利用状況

②携帯電話／ＰＨＳの利用内容(MA)

2002年度と2006年度とは調査項目が異なるのでそのままの比較はできないが、主に家族や
友人との通話やメールに使われている。特にメール機能の利用が仕事やプライベートに関係
なく増えている。またインターネットの情報サイトへの接続利用も増加傾向が見られる。

①携帯電話／ＰＨＳの利用

この数年間における携帯（PHS）電話の普及はさらに進み、利用者合計では85.5％にまで達し
ている。またPHSから携帯電話への移行も進み、PHS利用者はさらにシェアダウンしている。
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年度 2002 2006

サンプル数 3000 3000

携帯電話を利用している 64.1 82.9

ＰＨＳを利用している 6.3 1.7

携帯電話とＰＨＳを両方とも利用している 1.7 0.8

どちらも利用していない 27.6 14.5

年度 2002 2006

サンプル数 2162 2564

1 仕事関係の通話 45.3 43.6

2 仕事関係のメール 9.4 24.1

3 家族との通話 73.5 85.1

4 家族とのメール 29.1 68.2

5 友だちとの通話 66.9 76.6

6 友だちとのメール 49.2 72.2

7 情報ｻｲﾄ/ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの利用(iﾓｰﾄﾞ､EZｳｪﾌﾞ､Vodafone live!ﾞなど 20.5 37.4

8 ゲーム 3.5 14.2

9 ダウンロードしたアプリの利用（ゲームなど） 13.3

10 写真や動画の撮影 46.6

11 写真・静止画・動画メールの送信 26.1

12 動画配信サービス 1.8

13 テレビやラジオの視聴 2.1

14 テレビ電話 3.4

15 その他 1.2 0.6



（3）インターネット・ショッピングの利用状況

① インターネット・ショッピングの利用経験の有無・利用回数
ネットショッピングは全般に拡大しており、利用程度（頻度10回
以上で増加）および利用商品割合が拡大しています。

② 性・年齢別 利用率（１回でもあり）
性・年齢別に見ると、平均では男女差は少ないですが、男性は
20代後半～30代での増加に比べ、女性は18～24歳でも増加が
見られ、ネットショッピングの低年齢層への浸透が伺えます。
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③世帯年収階級別 利用率（１回でもあり）
年収別に見ると、いずれの層でも利用度は増加しています。伸び方で見ると、最高年収層よりも800～1199
万円層で増えています。

*各年度3000サンプル集計の比較
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*3000サンプル集計で比較

年度 2002 2006

サンプル数 3000 3000

利用したことがない 81.3 63.8

１回 3.2 3.1

２～３回 6.8 8.1

４～６回 4.4 8.5

７～９回 1.0 2.3

１０回以上 3.3 13.9

利用計 18.7 35.9



④ インターネット・ショッピングで購入した商品・サービス

2002→2006年度でネットショッピングの利用者はほぼ倍増している。
ほとんどの商品は利用率が増加しているが、伸び率の大きいものでは「食品・飲料・酒類」「書籍・雑
誌」「衣服・靴・バッグ・アクセサリー類」「家電製品・ＡＶ機器・携帯電話など」「音楽ＣＤ・ビデオソフト」
「交通機関の予約やホテル・旅行予約」などが上げられる。

*サンプル数はインターネットショッピング利用者数
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年度 2002 2006

サンプル数 558 1077

1 パソコン・周辺機器 17.9 19.6

2 ソフトウェア（ゲーム含む） 18.1 18.1

3 有料デジタルデータ（画像、音楽データなど） 5.2 6.9

4 食品・飲料・酒類 11.3 23.7

5 書籍・雑誌 25.8 36.3

6 衣服・靴・バッグ・アクセサリー類 24.7 34.5

7 時計・メガネなど 2.7 5.4

8 家電製品・ＡＶ機器・携帯電話など 6.1 15.9

9 健康用品（健康食品、健康器具、医療機器など） 5.4 12.8

10 事務用品 2.7 3.8

11 家具・インテリア用品 4.7 12.5

12 生活雑貨（食器、洗剤、家庭用品） 5.4 9.0

13 化粧品・美容関係 7.2 14.3

14 自動車（新車・中古車）・バイク 2.7 2.0

15 自転車・スキー・テニスなどスポーツ用品 3.2 7.3

16 玩具 6.8 10.9

17 音楽ＣＤ・ビデオソフト 12.4 24.8

18 花・植物 3.4 6.1

19 地方や外国の特産品 2.0 4.0

20 ギフト 5.0 10.0

21 交通機関の予約やホテル・旅行予約 24.7 37.0

22 写真のプリントサービス 1.1 4.0

23 演劇やコンサートなどのチケット予約 16.3 24.8

24 保険（生命保険、損害保険） 1.8 7.3

25 金融商品（株取引や投資信託など） 5.6 6.7

26 その他 5.0 3.9


